
北海道の特産品であるホタテガイやホッキガイ等の貝

類は，食品として供給された後で貝殻が大量に廃品とし

て残り，それらは産業廃棄物として扱われる．これま

で，年間２０万トン以上の貝殻が適正に処理されずに堆積

され，その廃棄量は年々増加傾向にある．また，沿岸の

漁場では，海底への有機物堆積に起因するとみられる硫

化物発生や低酸素化により海中の環境が悪化するなどの

海洋環境問題が深刻化している．近年，貝殻の処理にか

かる経費節減のために，貝殻の再利用がさまざまな分野

において積極的に試みられ，焼成貝殻（焼成カルシウ

ム）に対する研究が進んでいる．

焼成貝殻とは，貝殻を１０００℃以上で焼成し粉末状にし

たものである．貝殻の主成分は炭酸カルシウム

（CaCO３）であり，焼成することによって酸化カルシウ

ム（CaO）に変化する．走査電子顕微鏡で観察すると未

焼成の貝殻は数ミクロン幅の網目状構造がベニヤ板のよ

うに層を形成するが，焼成カルシウムでは表面に多数の

小孔が観察される１）．この小孔には，ホルムアルデヒド

などに対する吸着作用があるといわれ２），建材や塗料に

応用されつつある．

また焼成カルシウムは蒸留水中に０．１５％程度溶解し，

焼成カルシウム水溶液は強アルカリを呈し，大腸菌や

MRSA等の細菌に対する殺菌作用を有することから食品

の消毒にも利用が試みられている３）．さらには形成外科

分野においても７００℃で焼成された貝殻の粉末を用いた

骨セメントへの応用に関する研究が行われている４）．

我々は，焼成カルシウムの殺菌作用に着目し，歯科材

料への応用を目的とした研究を行っており，ホタテガイ

およびホッキガイを焼成して得られた焼成カルシウム

を，難治性根尖性歯周炎の原因菌であるEnterococcus

faecalisおよびCandida albicansに作用させたところ，そ

れぞれの菌に対して殺菌作用を有することが明らかとな

った．特に，ホタテ貝から得られた焼成カルシウムに

は，Enterococcus faecalisに対して高い殺菌作用が認めら

れ，貝殻の種類による違いがみられた．そこで，各焼成

カルシウム粉末を０．１％の割合で生理食塩水に混和し，

各溶液のpHを測定し，０．１％水酸化カルシウム溶液と比

較したところ，各溶液のpHは１２～１３で差はなかった．

このことから，pH以外の何らかの因子が作用している

と考えられ，今後詳細な検討を行う必要があると思われ

た．
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平均値

ホタテガイ １２．８１

ホッキガイ １２．８７

Ca（OH）２ １２．８４

表１．pH測定

図１，各溶液と３０分間混合培養した後のE. faecalis菌数

図２，各溶液と３０分間混合培養した後のC. albicans菌数
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